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はじめに 
 

 近年のグローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、社会構造や雇用環境は大き

く、また急速に変化し、将来の予測が困難な時代となってきています。そのような時代に

あって、学校教育には、子どもたちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課

題を解決していく力や、様々な情報を見極め、再構成し、新たな価値を生み出していく力

など、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育むことが求められています。こう

した状況を踏まえ、国においては学習指導要領が改訂され、小学校では平成３２年度から、

中学校では平成３３年度から全面実施となります。 

 この新しい学習指導要領では、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという理

念を学校と社会が共有し、それぞれの学校において、必要な学習内容をどのように学び、

どのような資質・能力を身に付けられるようにするのかを教育課程において明確にしなが

ら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという「社会に開かれた教育課程」

の実現が重要とされています。そのためには、子どもたちや学校、地域の実態を適切に把

握し、教育内容や時間の配分、必要な人的・物的体制の確保、教育課程の実施状況に基づ

く改善などを通して、教育活動の質の向上を図っていくカリキュラム・マネジメントの確

立が求められています。 

 県教育委員会では、この学習指導要領の改訂を、本県教育を一層推進する絶好の機会と

捉え、公立小・中学校で設置率が１００％となっているコミュニティ・スクールを核とし

た「やまぐち型地域連携教育」の取組の充実により、社会と連携・協働しながら子どもた

ちの育成を図っていくこととしています。学校の状況を積極的に共有し、保護者の方や地

域の方を交えた研修会や中学校区での熟議などにより、子どもたちに身に付ける資質・能

力を明確にしながら、学校・家庭・地域が一体となった取組の推進が必要です。 

 各学校におかれましては、本手引きを十分に活用され、創意工夫しながら、各学校の実

態に応じた特色ある教育活動を展開していただき、本県が目標として掲げる「未来を拓く

たくましい『やまぐちっ子』の育成」に向けた取組を一層充実していただきますようお願

いします。 
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